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町
を
取
り
巻
く
行
政
課
題
は
、

空
き
家
・
空
き
地
対
策
、
地
域

の
生
活
環
境
の
保
全
、
高
齢
化

社
会
に
向
け
た
対
応
、
い
じ
め
、

不
登
校
、
虐
待
な
ど
へ
の
対
応
、

頻
発
す
る
自
然
災
害
へ
の
備
え

な
ど
山
積
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
町
民
の
皆
様
か
ら
の
行
政

に
対
す
る
ニ
ー
ズ
も
多
様
化
、

複
雑
化
、
専
門
化
し
て
き
て
い

る
た
め
、
業
務
量
は
拡
大
の
一

途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
財
政
面
に
お
い
て
も
、

税
収
は
若
干
伸
び
て
い
る
も
の

の
、
そ
れ
以
上
に
医
療
、
介
護
、

子
育
て
支
援
な
ど
の
社
会
保
障

費
や
仙
南
地
域
広
域
行
政
事
務

組
合
、
み
や
ぎ
県
南
中
核
病
院
、

阿
武
隈
急
行
な
ど
、
広
域
で
業

務
を
展
開
す
る
組
織
へ
の
負
担

金
も
増
加
し
、
財
政
の
硬
直
化

が
年
々
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

　

限
ら
れ
た
職
員
と
財
源
で
、

こ
れ
ら
の
課
題
に
対
応
し
な
が

ら
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し

て
い
く
た
め
に
は
、
技
術
革
新

が
著
し
い
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活

用
な
ど
に
よ
る
、
業
務
の
効
率

化
、
既
存
事
業
の
見
直
し
、
補

助
金
の
適
正
化
、
財
政
の
健
全

化
、
組
織
や
職
員
の
働
き
方
改

革
な
ど
の
観
点
か
ら
、
行
財
政

の
適
正
化
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
今
回
、
町
と
し

て
取
り
組
む
べ
き
今
後
の
方
向

性
に
つ
い
て
、「
デ
ジ
タ
ル
化

を
見
据
え
た
行
財
政
適
正
化
推

進
計
画
」
と
し
て
取
り
ま
と
め

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

見
直
し
を
行
う
事
務
事
業
は

10
分
野
90
項
目
に
わ
た
り
ま
す
。

　

こ
の
計
画
の
推
進
に
当
た
っ

て
は
、
町
民
の
皆
様
に
ご
負
担

を
お
か
け
す
る
点
も
あ
り
ま
す

が
、
次
々
と
寄
せ
ら
れ
る
新
た

な
要
望
に
応
え
る
た
め
に
も
、

避
け
て
は
通
れ
な
い
行
財
政
改

革
で
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解

を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

R7　　　
1月 31日 柴田町行財政適正化推進本部の設置

第 1回柴田町行財政適正化推進本部の開催

3月 − 全庁における適正化に向けた取り組みの洗い出し

3〜 4月 − 町長・副町長と各課長等とのヒアリング

5月
1日 第 2回柴田町行財政適正化推進本部の開催

26日 第 3回柴田町行財政適正化推進本部の開催

6月

6日 「デジタル化を見据えた行財政適正化推進計画」（案）
の策定

9日 議員全員協議会で「デジタル化を見据えた行財政適
正化推進計画」（案）を説明

26日 議会からの「デジタル化を見据えた行財政適正化推
進計画」（案）に対する照会

7月 14日 議会からの「デジタル化を見据えた行財政適正化推
進計画」（案）に対する照会への回答

R7　　　　
9月

「デジタル化を見据えた
行財政適正化推進計画」
（案）の公表

11月 住民懇談会での説明、
意見聴取

12月 所要の条例改正案を議
会に上程

R8　　　　
3月

計画を反映した R8 年
度当初予算を議会に上
程

4月以降
「デジタル化を見据えた
行財政適正化推進計画」
の実施
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み
な
さ
ん
は
町
の
高
齢
化
率

（
総
人
口
に
占
め
る
65
歳
以
上

の
高
齢
者
の
割
合
）
を
知
っ
て

い
ま
す
か
。

　

令
和
７
年
３
月
31
日
現
在
、

町
の
人
口
の
31
・
５
％
が
65
歳

以
上
で
、
約
３
人
に
１
人
が
高

齢
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
の
発
症
リ
ス
ク
は
高

齢
に
な
る
ほ
ど
高
く
な
り
ま
す

が
、
誰
で
も
な
り
う
る
病
気
で
、

若
年
で
も
発
症
す
る
方
が
い
ま

す
。
親
や
配
偶
者
だ
け
で
な
く
、

自
分
も
含
め
発
症
す
る
か
も
し

れ
な
い
認
知
症
は
、
決
し
て
他

人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
認
知

症
を
身
近
な
病
気
と
捉
え
、
正

し
く
理
解
す
る
こ
と
か
ら
始
め

ま
し
ょ
う
。

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
認

知
症
の
方
と
家
族
を
見
守
る

「
応
援
者
」
で
す
。

　

町
で
は
、
認
知
症
に
つ
い
て

の
正
し
い
知
識
や
接
し
方
な
ど

を
学
ぶ
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
」と「
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
」と「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
」
を
受

講
し
た
方
で
、
認
知
症
の
方
や

家
族
を
地
域
で
支
え
る
活
動
者

を
「
オ
レ
ン
ジ
サ
ポ
ー
タ
ー
」

と
言
い
ま
す
。
そ
し
て
「
オ
レ

ン
ジ
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
中
心
と

し
た
支
援
者
を
つ
な
ぐ
仕
組
み

が
「
チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
」
で
す
。

　
「
チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
」
は
「
認

知
症
に
な
っ
て
も
自
分
ら
し
く

暮
ら
せ
る
ま
ち
を
つ
く
る
た

め
、
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
の
運
営

や
企
画
、
認
知
症
関
連
事
業
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
な
ど
を
し
て
い

ま
す
。

　
「
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
」
は
、

認
知
症
の
方
や
家
族
、
地
域
の

方
な
ど
が
集
ま
っ
て
情
報
交
換

や
好
き
な
事
を
し
て
交
流
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
る
場
で
す
。

今
日
か
ら
わ
た
し
も

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
の
活
躍

認知症とは
認知症とは、さまざま
な原因により脳に変化
がおこり、それまでで
きていたことができな
くなり、生活に支障を
きたした状態をいいま
す。

1. 認知症サポーター養成講座

日時等 会場等
9月26日（金）　14:00〜15:30 農村環境改善センター
10月15日（水）　14:00〜15:30 柴田町役場4階
随時・出前講座（所要時間60〜 90分） ※10名以上のグループ

2. 認知症サポーターステップアップ講座
日　時 会　場

12月19日（金）　14:00〜15:30 柴田町役場4階

対象／認知症に関心のある方、応援者になっていただける方
費用／無料
申込／開催日の1週間前
　　　（出前講座は1カ月前まで）
　　　電話で福祉課長寿介護班
　　　または地域包括支援センターへ
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〔
水
曜
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
〕

　

令
和
６
年
12
月
か
ら
毎
月
第

２
・
第
４
水
曜
日
の
午
後
、
柴

田
町
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開

催
し
て
い
ま
す
。
参
加
者
と
活

動
し
た
い
事
を
相
談
し
な
が
ら

「
楽
し
む
」、

「
つ
な
が

る
」
時
間

を
大
切
に

し
て
い
ま

す
。

〔
福
祉
ま
つ
り
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
〕

　

柴
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
主

催
の
「
福
祉
ま
つ
り
」
で
開
催

し
て
い
ま
す
。
今
年
は
10
月
４

日（
土
）の
開
催
予
定
で
す
。

〔
イ
オ
ン
船
岡
店
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
〕

　

令
和
７
年
９
月
か
ら
イ
オ
ン

船
岡
店
の
１
階
休
憩
ス
ペ
ー
ス

で
開
催
し
ま
す
。
開
催
日
等
は
、

広
報
し
ば
た
「
お
知
ら
せ
版
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
「
認
知
症
に
な
っ
て
も
自
分

ら
し
く
過
ご
し
た
い
」、「
認
知

症
介
護
者
同
士
で
情
報
共
有
が

し
た
い
」、「
み
ん
な
と
一
緒
な

ら
や
り
た
い
こ
と
に
挑
戦
で
き

る
」
と
い
う
思
い
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
た
め
、
認
知
症
の
方
と
そ

の
パ
ー
ト
ナ
ー
の
二
人
で
参
加

で
き
る
会
で
す
。
平
成
27
年
度

か
ら
開
催
さ
れ
、
今
年
で
10
年

目
を
迎
え
ま
す
。
毎
月
第
２
火

曜
日
の
午

前
中
に
、

柴
田
町
地

域
福
祉
セ

ン
タ
ー
で

開
催
し
て

い
ま
す
。

　

地
区
民
生
委
員
か
ら
相
談
を

受
け
た
１
人
暮
ら
し
の
方
で
す

が
、
長
年
参
加
し
て
い
た
サ
ー

ク
ル
の
活
動
日
や
服
薬
を
忘
れ

た
り
、
意
欲
の
低
下
が
見
ら
れ

た
た
め
、
ご
本
人
や
親
族
に
連

絡
を
と
っ
て
、
認
知
症
専
門
医

を
受
診
し
て
い
た
だ
い
た
方
が

い
ま
し
た
。

　

そ
の
方
は
、
認
知
症
と
診
断

さ
れ
ま
し
た
が
、
サ
ー
ク
ル
活

動
を
継
続
し
た
い
と
の
意
向
が

あ
り
ま
し
た
の
で
、
本
人
、
親

族
、
地
区
民
生
委
員
、
介
護
保

険
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
、
サ
ー
ク
ル
活
動

の
世
話
人
な
ど
と
支
援
に
つ
い

て
話
し
合
い
を
持
ち
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
食
事
や
服
薬
の
支

援
、
サ
ー
ク
ル
仲
間
の
協
力
を

頂
き
、
好
き
な
サ
ー
ク
ル
活
動

を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
、
こ

れ
ま
で
の
生
活
や
地
域
と
の
つ

な
が
り
、
趣
味
活
動
な
ど
が
続

け
ら
れ
る
よ
う
包
括
的
な
支
援

体
制
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

ふ
た
ば
会

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
は
、

認
知
症
に
関
す
る
相
談
も

多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す

柴田町図書館で
特集コーナーを

設置
　8/29（金）から
9/30（火）まで認
知症に関する本を
紹介しています。

高齢者や認知症の相談窓口
名　称 電話番号 備　考

高齢者の総合相談窓口
柴田町地域包括支援センター 86-3340 担当地区：船岡・船迫中学校区

槻木地域包括支援センター 56-5764 担当地区：槻木中学校区・28区

認知症の電話相談・介護者のつ
どいなど

㈳認知症の人と家族の会
宮城県支部 022-263-5091 相談時間：

月〜金曜日　午前 9時から午後 4時
まで（ただし祝休日を除く）

※詳しくはホームページをご覧ください。
若年性認知症の相談（65 歳未
満の若年性認知症の方）

いずみの杜診療所地域連携室
　RBA相談室 022-346-7068

広　告 広　告
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第
32
回
　
明
治
の
小
学
校
事
始
め
（
１
）

　
明
治
５
年
の
こ
と
で
す
か
ら
、
今
か
ら
１
５
３
年
前
、
明
治
新
政
府

は
、
学
制
を
発
布
し
、
身
分
や
性
別
に
か
か
わ
ら
ず
国
民
に
教
育
を
受

け
さ
せ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
宮
城
県
に
は
２
３
０
の
学
区
に
１
校
を

設
け
る
計
画
で
、
そ
の
経
費
は
ほ
ぼ
国
民
の
負
担
と
さ
れ
ま
し
た
。
明

治
６
年
中
に
出
来
た
の
は
、
２
２
６
校
。
村
々
に
広
がっ
た
教
育
熱
を

感
じ
さ
せ
ま
す
。
柴
田
町
内
で
は
、
当
時
の
中
名
生
村
（
上
名
生
村
・

下
名
生
村
と
共
同
）・
船
岡
村
・
槻
木
村
・
入
間
田
村
の
各
小
学
区
で
、

そ
れ
ぞ
れ
た
く
さ
ん
の
寄
付
金
が
集
め
ら
れ
、
中
名
生
小
学
校
・
船
岡

小
学
校
・
槻
木
小
学
校
・
入
間
田
小
学
校
の
独
立
校
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
船
迫
村
は
、
船
岡
小
学
校
の
支
校
（
分
校
）
と
し
て
始
ま

り
ま
し
た
。
葉
坂
村
と
成
田
村
は
そ
れ
ぞ
れ
、
入
間
田
小
学
校
（
円

龍
寺
に
仮
校
舎
）
の
支
校
を
置
き
ま
し
た
（
成
田
支
校
は
長
照
院
に

設
置
）。
富
沢
村
と
上
川
名
村
は
、
定
光
寺
を
借
り
て
槻
木
小
学
校
の

支
校
と
し
て
設
置
さ
れ
ま
し
た
が
、
教
師
の
退
職
な
ど
で一時
閉
鎖
さ

れ
る
な
ど
曲
折
が
あ
り
ま
し
た
。
四
日
市
場
村
に
つい
て
は
記
録
が
乏

し
く
、
明
治
７
年
に
は
な
かっ
た
こ
と
が
はっ
き
り
し
てい
ま
す
が
、
明

治
17
年
に
は
独
立
し
た
小
学
校
と
し
て
存
在
し
、
槻
木
小
学
校
の
校
長

が
校
長
職
を
兼
務
し
て
い
た
こ
と
が
わ

かってい
ま
す
。
し
か
し
、
創
立
が
いつ
で
、

ど
こ
に
あっ
た
の
か
は
わ
かってい
ま
せ
ん
。

　
全
国
的
に
見
て
も
、
寺
院
借
用
が

40
％
、
民
家
借
用
33
％
、
新
築
18
％
で

始
まっ
た
小
学
校
教
育
で
し
た
が
、
柴
田

町
内
で
は
船
岡
小
学
校
の
み
が
発
足
翌

年
の
新
築
で
し
た
。
船
岡
村
民
の
熱
気

が
伝
わ
り
ま
す
。

問 

し
ば
た
の
郷
土
館

 
　
℡
５
５

｜

０
７
０
７

明治８年の船岡小学校校舎

　

黄
金
色
に
染
ま
っ
た
稲
穂
が

広
が
り
、
稲
の
香
り
が
漂
っ
て

く
る
と
何
故
か
心
が
和
み
ま
す
。

今
年
も
猛
暑
が
続
き
ま
し
た
の

で
、
米
の
出
来
高
が
悪
く
、
再

び
米
不
足
と
な
ら
な
い
か
気
に

な
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

日
本
人
の
命
の
糧
で
あ
る
米
の
安
定
供
給
は
国
の

最
大
の
責
務
で
す
。
国
は
こ
れ
ま
で
、
戦
中
戦
後
の

食
糧
難
に
お
い
て
は
農
地
を
造
成
し
、
食
糧

増
産
に
努
め
ま
し
た
。
秋
田
県
八
郎
潟
の
干

拓
は
そ
の
モ
デ
ル
と
し
て
喧
伝
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
食
糧
管
理
制
度
に
基
づ
き
、
米
や
麦

な
ど
の
価
格
や
供
給
は
国
が
統
制
し
て
い
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
日
本
人
の
食
生
活
が
豊
か
に
な
っ

て
く
る
と
米
が
過
剰
と
な
り
、
１
９
７
０
年

に
は
こ
れ
ま
で
の
食
糧
増
産
か
ら
生
産
調
整

へ
と
大
き
く
舵
を
切
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た

国
の
真
逆
な
政
策
転
換
に
翻
弄
さ
れ
た
八
郎

潟
の
入
植
農
家
の
苦
悩
を
描
い
た
ド
キ
ュ
メ

ン
ト
番
組
を
見
て
「
何
故
、
国
は
こ
ん
な
理

不
尽
な
こ
と
を
す
る
の
だ
ろ
う
」
と
当
時
、
思
っ
た

も
の
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
国
の
「
猫
の
目
行
政
」
は
、
２
０
１
８

年
の
減
反
廃
止
に
つ
な
が
り
、
今
度
は
国
に
替
わ
り
、

農
家
自
ら
が
生
産
量
を
決
め
、
市
場
で
販
売
す
る
自

己
責
任
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
市
場

の
動
き
に
疎
く
、販
売
経
験
も
な
い
農
家
が
急
に〝
自

己
責
任
〟
と
言
わ
れ
て
も
対
応
で
き
る
は
ず
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
国
の
方
針
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
の
が

佐
賀
県
の
農
民
作
家
、
故
・
山
下
惣
一
氏
で
す
。
彼

は
「
米
の
供
給
が
市
場
取
り
引
き
を
前
堤
と
し
て
行

わ
れ
る
限
り
、
農
家
は
過
当
競
争
に
巻
き
込
ま
れ
、

結
局
、
農
民
や
農
村
は
疲
弊
す
る
」
と
主
張
し
ま
し

た
。

　

令
和
の
米
騒
動
は
、
猛
暑
に
よ
る
米
の
出
来
高
不

足
が
主
な
要
因
で
す
が
、
一
方
で
減
反
政
策
で
米
の

生
産
を
減
ら
し
過
ぎ
た
こ
と
や
低
価
格
競
争
に
さ
ら

さ
れ
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
資
材
や
肥
料
な
ど

の
コ
ス
ト
高
に
よ
っ
て
農
家
が
米
の
生
産
か

ら
撤
退
す
る
と
い
っ
た
構
造
上
の
問
題
が
あ

り
ま
す
。
加
え
て
、
国
が
正
確
な
生
産
数
量

や
需
給
量
の
見
通
し
を
誤
っ
た
こ
と
も
問
題

視
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
わ
わ
に
実
っ
た
稲
穂
の
風
景
を
後

世
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
は
、
国
は
、

規
模
拡
大
に
よ
る
効
率
化
や
市
場
で
の
価
格

競
争
一
辺
倒
の
政
策
だ
け
で
は
な
く
、
食
料

安
全
保
障
の
観
点
か
ら
、
地
域
社
会
の
中
で

自
然
と
共
生
し
な
が
ら
、
安
心
し
て
米
づ
く

り
に
励
め
る
よ
う
、
生
産
現
場
に
も
っ
と
光

を
当
て
る
べ
き
で
す
。

　

農
家
に
お
い
て
も
、
お
い
し
い
米
を
安
定
的
に
生

産
す
る
た
め
、
ス
マ
ー
ト
農
業
を
導
入
し
、
効
率
化

や
省
力
化
に
よ
る
経
営
努
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
し
、

一
方
消
費
者
に
お
い
て
も
、
農
家
が
米
づ
く
り
が
で

き
な
く
な
れ
ば
、
令
和
の
米
騒
動
以
上
の
混
乱
を
招

く
こ
と
を
認
識
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
「
農
な
く
し
て
国
が
成
り
立
つ
か
」
こ
れ
は
山
下

氏
の
遺
言
で
す
。

新米の時期を迎えて
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５
月
23
日（
金
）、
笠
松
電
気
株
式
会
社
か
ら

１
０
０
万
円
を
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。
寄
付
金
は

保
育
所
、
児
童
館
の
備
品
や
、
桜
の
育
成
管
理
事
業

な
ど
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　

７
月
３
日（
木
）、
日
本
赤
十
字
社
宮
城
県
支
部
か

ら
仙
南
地
区
柴
田
町
分
区
に
「
は
く
あ
い
号
」
が
寄

贈
さ
れ
、
県
支
部
千ち

葉ば

章あ
き
ら

事
務
局
長
か
ら
、
柴
田
町

分
区
長
の
滝
口
町

長
に
レ
プ
リ
カ

キ
ー
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

　

日
赤
の
活
動
は
、

社
員
の
皆
さ
ん
か

ら
納
め
て
頂
い
た

社
資
な
ど
で
支
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

寄付・寄贈ありがとうございます

目録を手渡す笠
かさ

松
まつ

丈
たけ

資
し

専務取締役（左）

株
式
会
社
伊
藤
チ
ェ
ー
ン

伊い

藤と
う

吉よ
し

信の
ぶ

専
務
取
締
役（
左
）と

株
式
会
社
と
く
し
丸

新し
ん

宮ぐ
う

歩あ
ゆ
む

代
表
取
締
役
社
長（
右
）

倉
成
祐
幸
取
締
役
社
長（
右
）と

齋さ
い

藤と
う

敏と
し

也や

総
務
部
次
長
兼

船
岡
槻
木
総
務
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー（
左
）

　
「
安
全
衛
生
に
係
る
優
良
事
業
場
、
団

体
又
は
功
労
者
に
対
す
る
厚
生
労
働
大
臣

表
彰
」
で
、
北
日
本
電
線
株
式
会
社　

槻
木
事
業
所
に
、
７
月
、
大
臣
表
彰（
優

良
賞
）が
贈
ら
れ
、
倉く

ら

成な
り

祐ゆ
う

幸こ
う

取
締
役
社

長
が
、
７
月
15
日（
火
）、
町
に
受
賞
の
報

告
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
安
全
衛
生
に
関
す
る
水
準

が
特
に
優
秀
で
、
他
の
模
範
と
認
め
ら
れ

る
事
業
場
に
贈
ら
れ
ま
す
。
槻
木
事
業
所

で
は
、
平
成
12
年
の
開
設
以
来
、
休
業
す

る
よ
う
な
災
害
発
生
が
な
い
こ
と
や
労
使

一
体
の
安
全
衛
生
活
動
の
取
り
組
み
な
ど

が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

厚生労働大臣表彰（優良賞）を受賞

　

７
月
23
日（
水
）、
町
は
株
式
会
社
伊

藤
チ
ェ
ー
ン
と
株
式
会
社
と
く
し
丸
の
両

者
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
両
社
が
持
つ
地
域
に
密

着
し
た
サ
ー
ビ
ス
と
連
携
し
、
買
物
支
援

事
業
や
見
守
り
活
動
を
通
し
て
、
高
齢
者

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
相
互
の
連
携

強
化
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

滝
口
町
長
は
「
移
動
ス
ー
パ
ー
〝
と
く

し
丸
〟
の
買
物
支
援
や
見
守
り
活
動
に
期

待
し
ま
す
。
今
後
、
運
行
範
囲
が
町
内
全

域
と
な
る
よ
う
願
い
ま
す
」
と
話
し
ま
し

た
。

「柴田町と株式会社伊藤チェーン及び株式会社とくし丸
　との住民支援活動に関する包括連携協定」締結

町の赤十字活動などに役立てていきます

お詫びと訂正
　広報しばた８月号に誤りがありました。お詫びし
て訂正します。

８ページ　まちかど NEWS
　「しばた 100 選を見てみようツアー
　  槻木・船迫コース」
10 行目（誤）内嶋泰全住職  →（正）内嶋昌博住職

問問まちづくり政策課　℡ 54-2111

広　告
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俳句・川柳・短歌に興味があり、こうほう文芸に載せたい方は、はがきなどで 9月10日（水）までご応募ください。紙面の都合上、
掲載できない場合がありますので、あらかじめご了承ください。（お一人さま1作品まで）　   　問まちづくり政策課　℡ 54-2111

た
つ
ぷ
り
と
タ
イ
ヤ
に
空く

う

気き

天て
ん

高た
か

し

齋
藤　

善
則

木き

を
登の

ぼ

る
南か

ぼ
ち
ゃ瓜
の
勢き

お

い
平へ

い

和わ

か
な

鈴
木　

三
山

敬け
い

老ろ
う

の
日ひ

若わ
か

き
師し

し
ょ
う匠
の
落ら

く

語ご

か
な

鈴
木　

清
子

原は
ら

田だ

甲か

斐い

の
逆ぎ

ゃ
く
せ
つ説
白し

ろ

き
曼ま

ん

珠じ
ゅ

沙し
ゃ

華げ

鈴
木　

幸
子

螳と
う

蜋ろ
う

の
眼め

の
奥お

く

蒼あ
お

き
森も

り

秘
め
て

峠　

三
枝
子

飴あ
め

色い
ろ

に
煮に

ゆ
る
い
ち
じ
く
雨あ

め

上あ

が
る

芳
賀　

紀
子

爽
や
か
に
朝
日
清
ら
か
百
日
紅槻木　

　
　

平
間　

三
郎

観
音
の
く
っ
き
り
見
ゆ
る
今
朝
の
秋

西
船
迫　
　

中
野
西
範
子

が
が
ん
ぼ
や
在
り
し
日
の
吾こ

子
と
宇
宙
旅鈴

木
さ
ち
こ

風
鎮
の
音
色
を
添
え
て
夏
料
理西船

迫　

安
ヶ
平
奈
津
枝

種
飛
び
て
隣
の
庭
に
ア
サ
ガ
オ
が

船
岡　
　
　

安
藤　

節
子

グ
ラ
ナ
ダ
の
蒼あ

お

蒼あ
お

き
空
花は

な

石ざ

く

ろ榴船岡　
　
　

阿
部　

弘
子

　

食
べ
盛
り
親
の
溜た

め
息い

き

子
に
見
せ
ず

北
船
岡　
　

日
下　
　

功

猛
暑
日
は
時
間
ず
ら
し
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

西
船
迫　
　

後
藤　

文
子

ダ
ム
の
水
暑
さ
吸
い
と
り
米こ

め

涙
枯
れ

槻
木　
　
　

村
上　

紫
寿

北
半
球
猛
暑
で
今
は
風
呂
の
中

西
船
迫　
　

安
ヶ
平
良
三

週
二
回
杜
の
家
ゆ
め
み
楽
し
い
よ

船
岡　
　
　

阿
部
美
代
子

こ
の
あ
た
ま
使
わ
な
け
れ
ば
認
知
症

槻
木　
　
　

田
中　

ち
え

　

義
弟
が
育
て
た
野
菜
う
け
と
る
や

　

猛
暑
に
耐
え
た
で
こ
ぼ
こ
野
菜

船
岡　
　
　

可
沼　

妙
子

つ
む
じ
風
北
へ
去
り
た
る
日
の
明
け
て

　

家
ぬ
ち
に
妻
の
米
寿
を
祝
う上

名
生　
　

八
乙
女
由
朗

終
戦
80
年
モ
ン
テ
ン
ル
パ
の
歌
声
は

　

国
を
も
動
か
す
偉
大
な
力
な
り

西
船
迫　
　

下
浦　

智
子

庭
の
隅
零
余
子
見
つ
け
ポ
ケ
ッ
ト
に

　

二
合
の
米
と
零
余
子
飯

船
岡　
　
　

伊
藤
タ
イ
子

焦じ
り

々じ
り

と
照
ら
し
続
け
た
太
陽
も

　

そ
ろ
そ
ろ
秋
色
へ
変
わ
る
頃
か
な

上
名
生　
　

平
間　

純
子

世
の
中
に
上
か
ら
目
線
あ
ふ
れ
て
る

　

仏
は
説
く
「
不ふ

自じ

讃さ
ん

毀き

他た

戒か
い

」
と

四
日
市
場　

鳥
井
崎　
　

叶
わ
ぬ
も
も
一
度
会
い
た
き
人
の
在
り

　

そ
っ
と
名
を
呼
ぶ
今
日
は
七
夕

西
船
迫　
　

星　
　

裕
子

今
年
ま
た
久
し
振
り
だ
ね
顔
と
顔

　

自
慢
の
孫
を
見
せ
っ
こ
の
盆本

船
迫　
　

森
田　

眞
六

長
生
き
も
楽
じ
ゃ
な
い
よ
と
言
い
つ
つ
も

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
す
る
母
の
姿
や

槻
木　
　
　

遠
藤　

麗
子

二
ミ
リ
程ほ

ど

の
雑
草
の
花
天
あ
お
ぐ

　
「
生
き
て
い
ま
す
」
と
言
わ
む
ば
か
り
に

船
岡　
　
　

沢
田　

順
子

傘さ
ん
じ寿

す
ぎ
米
寿
を
祝
ふ
家
族
ら
と

　

と
も
に
過
ご
せ
る
穏
や
か
な
日
々

槻
木　
　
　

白
石　

光
子

　

広　告 広　告

広　告 広　告
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特集　
１　
デ
ジ
タ
ル
で
も
っ
と
便
利
に

　
２　
デ
ジ
タ
ル
化
を
見
据
え
た
行
財
政
適
正
化
推
進
計
画
を
策
定
し
ま
す

　
３　
認
知
症
と
と
も
に

17,969人
（前月比4人増）

広　告 広　告

16,452世帯
（前月比32世帯増）

18,173人
（前月比3人増）

36,142人
（前月比7人増）


